
参考様式B4（自己評価等関係）

公表：令和　5年   11月　1日 事業所名　　放課後等デイサービスKiddy四日市南　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

〇

2 職員の配置数は適切である 〇

3
事業所の設備等について、バリアフリー化
の配慮が適切になされている

〇
訓練スペースではでき
る限り障害物を排除して
いる

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画して
いる

〇

5
保護者等向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者等の意向等
を把握し、業務改善につなげている

〇

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開している

〇

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげている

〇 保護者様から評価表を頂く以外にはそのような仕組みがない

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保している

〇

研修会には積極的に参
加したり、事業所内では
できる限り様々な研修を
実施するようにしている

他施設を見学させていただき、支援の参考にさせていただく
活動も視野に入れていきたい

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
放課後等デイサービス計画を作成している

〇

10
子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
している

〇

11
活動プログラムの立案をチームで行ってい
る

〇
毎月全スタッフで意見を
出し合っている

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いる

〇
定期的に反復する必要
のある訓練以外は常に
考案している

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ
細やかに設定して支援している

〇

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて放課後等デイサービ
ス計画を作成している

〇
児童発達支援に関して
は時間帯で個別の支援
時間を設けている

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認している

〇

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有している

〇
翌日の朝礼時に昨日の
支援の振り返りや意見
交換を実施している

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげている

〇

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断して
いる

〇

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っている

〇
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放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



20
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最もふ
さわしい者が参画している

〇

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等
の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連
絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の
連絡）を適切に行っている

〇

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場
合は、子どもの主治医等と連絡体制を整え
ている

〇 施設として受入れの体制が整っていない

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めている

〇
積極的にカンファレンスを開いて頂き、関わりのある園もあり
ますが、多くの児童が積極的に園との連携や関わりをまだ持
てていない

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業
所から障害福祉サービス事業所等へ移行
する場合、それまでの支援内容等の情報を
提供する等している

〇

25
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携し、助言や研
修を受けている

〇
実際に支援の内容を見
学しに行ったり、研修等
で助言を頂いている

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会がある

〇

託児機能があるためス
タッフの子どもと共に活
動をしたり触れ合う機会
がある

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加
している

〇
市による意見交換や研
修の場には出席してい
る

町や区による開催があるかは不明なため参加できていない

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持っている

〇

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対してペアレント･トレーニング等の
支援を行っている

〇
保護者様からの相談には応じているがペアトレーニングは実
施していない

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っている

〇

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っ
ている

〇

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援している

〇

33

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

〇

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信している

〇

お子様の日々の様子は
専用のシステムで常に
閲覧がかのうであり、全
体の様子はSNSを活用
して定期的に発信して
いる

35 個人情報に十分注意している 〇

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしている

〇
必要だと判断した児童
には絵カードを用いてい
る

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

〇
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38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、職員や保護
者に周知している

〇
BCP計画書を作成し
てスタッフ間で共有し
ている

保護者の方々にも共有していく必要がある

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っている

〇
最低年二回は実施し
ている

南海トラフ地震の問題もあるので、訓練頻度を増やし
ていく

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしている

〇
積極的な研修の参加や
年1回以上の委員会の
開催をしている

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載して
いる

〇

他害、自傷、物品破
損などの激しいパ
ニックを起こしてし
まった場合にまずは
クールダウンエリア
へ隔離し、それでも
治まらない場合のみ
一時的な拘束対象と
する

42
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされている

〇

最低限、調理活動な
どに使用する食材は
アレルギー食材接種
防止のため保護者様
と共有している

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有している

〇

怪我や危険な行為が見
られた場合はヒヤリハッ
ト事例として記録してい
る

非
常
時
等
の
対
応



参考様式B3（自己評価等関係）

公表：令和　5年　11月　1日

事業所名　　放課後等デイサービスKiddy四日市南　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）17　回収数　14　割合　82.4　％

チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

14

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 10 4

職員がどんな方で何人いる
かわからない

入社時や初見の際は必ずご
挨拶をさせていただきます
が、定期的なスタッフ配置の
報告は改めて検討致します。

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

10 4

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

14

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

13 1

以前は毎日違うプログラム
で毎日利用する児童にも
変化が感じられるようにと
の説明だったのが、週ごと
になってしまったので（今週
は創作、次週は感覚統合
など）児童が飽きていない
か？と思います

基本週ごとに感覚統合、創
作などの療育コンセプトを決
めて、日ごとに週のコンセプ
トに沿った活動を設定してい
く方針で運営しております。
恐らく説明が不十分であった
可能性があります。申し訳ご
ざいません。活動内容に関し
ましては、今後も子どもたち
が楽しんで意欲的に参加で
きるようにできる限り工夫し
ていきます。

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
害のない子どもと活動する機会があるか

6 7 1

分からない 全体での取り組みではありま
せんが、運動が好きな子に
は、支援に関わりのあるドッ
ヂボールチームへの体験や
見学などを紹介してみたり、
お子様が自分の能力を活か
したり、挑戦できる場所のご
提案などもしています。

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

13 1

おやつの内容を教えていた
だきたい。

基本的に買い物スタイルで
行っているので日々お子様
の好みによって選ぶものが
変わりますが、可能な限り食
べたお菓子を報告いたしま
す。

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

13 1

帰りの時に活動の様子を
ひとこと伝えてくださるので
安心しています

ありがとうございます。大変う
れしいお言葉です。

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

11 3

こちらがアクションしたら返
答あるが、施設からは特に
何も言われないので、不満
に思う時がある。

ご報告やご連絡など施設側
発信の点で不十分な対応が
あったのだと思われます。率
直なご意見をいただきまして
ありがとうございます。お子
様のご様子や連絡事項はご
報告するように努めます。

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

1 8 5

新型コロナウィルスの制限
も緩和されたので、保護者
会など企画して欲しい。

なかなか企画できずに申し
訳ございません。
形にしていけるようにスタッフ
皆で話し合っていきます。

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

11 3

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

13 1

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

13 1

14 個人情報に十分注意しているか 13 1
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15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

10 4

ハグシステムは使いにくく、
マニュアルなど書面でいた
だき確認したい。

電子サインやご確認が必要
な際は都度操作方法を送付
しておりますが、システム全
体のマニュアルとなると膨大
な量のため一度必要部分の
抜粋を検討させて頂きます。

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

7 7

避難訓練を定期的にしてい
るのかわからない

訓練の実施はしております
ので、今後は活動の一環とし
て取り組み、活動記録に掲
載していくようにします。

17 子どもは通所を楽しみにしているか 12 2

18 事業所の支援に満足しているか 13 1

送
迎
対
応

19 送迎は正しく行われているか 14

帰宅時には、必ず保護者
か祖父母に引き渡して欲し
い。

基本送迎時の厳守事項とし
てそのようにさせて頂いてい
ると存じますが、事実確認を
して是正に努めます。

20 運動療育は役に立っているか 12 2

21 今後やってほしい療育はあるか 4 7 3
パソコンやタブレットを使っ
た学習や遊び

年齢があがってくると実践的
に必要な要素だと思います
ので検討いたします。

非
常
時
等
の
対
応
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参考様式B4（自己評価等関係）

公表：令和　4年　7月　22日 事業所名　　放課後等デイサービスKiddy四日市南　　　　　　　

チェック項目 はい いいえ 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関
係で適切である

〇

2 職員の配置数は適切である 〇

3
事業所の設備等について、バリアフリー化
の配慮が適切になされている

〇
訓練スペースではでき
る限り障害物を排除して
いる

4
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）に、広く職員が参画して
いる

〇
普段活動として使用しない部分や、人の出入りが少ない箇所
も清潔に保つようにしていきたい

5
保護者等向け評価表を活用する等によりア
ンケート調査を実施して保護者等の意向等
を把握し、業務改善につなげている

〇

6
この自己評価の結果を、事業所の会報や
ホームページ等で公開している

〇

7
第三者による外部評価を行い、評価結果を
業務改善につなげている

〇 保護者様から評価表を頂く以外にはそのような仕組みがない

8
職員の資質の向上を行うために、研修の機
会を確保している

〇

研修会には積極的に参
加したり、事業所内では
できる限り様々な研修を
実施するようにしている

9
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、
放課後等デイサービス計画を作成している

〇

10
子どもの適応行動の状況を把握するため
に、標準化されたアセスメントツールを使用
している

〇

11
活動プログラムの立案をチームで行ってい
る

〇
毎月全スタッフで意見を
出し合っている

12
活動プログラムが固定化しないよう工夫して
いる

〇

13
平日、休日、長期休暇に応じて、課題をきめ
細やかに設定して支援している

〇

14
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活
動を適宜組み合わせて放課後等デイサービ
ス計画を作成している

〇
児童発達支援に関して
は時間帯で個別の支援
時間を設けている

15
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、
その日行われる支援の内容や役割分担に
ついて確認している

〇

初めての活動や分から
ないものがあれば話し
合い、支援の内容を理
解している

役割分担をより明確にして効率化を図る必要がある

16
支援終了後には、職員間で必ず打合せを
し、その日行われた支援の振り返りを行い､
気付いた点等を共有している

〇

支援で困ったことや分
からない事は都度ミー
ティングで話し合ってい
る

17
日々の支援に関して正しく記録をとることを
徹底し、支援の検証・改善につなげている

〇

18
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイ
サービス計画の見直しの必要性を判断して
いる

〇

19
ガイドラインの総則の基本活動を複数組み
合わせて支援を行っている

〇
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放課後等デイサービス事業所における自己評価結果（公表）



20
障害児相談支援事業所のサービス担当者
会議にその子どもの状況に精通した最もふ
さわしい者が参画している

〇

21

学校との情報共有（年間計画・行事予定等
の交換、子どもの下校時刻の確認等）、連
絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の
連絡）を適切に行っている

〇

22
医療的ケアが必要な子どもを受け入れる場
合は、子どもの主治医等と連絡体制を整え
ている

〇

23
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認
定こども園、児童発達支援事業所等との間
で情報共有と相互理解に努めている

〇
積極的にカンファレンスを開いて頂き、関わりのある園もあり
ますが、多くの児童が積極的に園との連携や関わりをまだ持
てていない

24

学校を卒業し、放課後等デイサービス事業
所から障害福祉サービス事業所等へ移行
する場合、それまでの支援内容等の情報を
提供する等している

〇

25
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携し、助言や研
修を受けている

〇
実際に支援の内容を見
学しに行ったり、研修等
で助言を頂いている

機会があまり多くないので積極的に見学や研修に参加してい
きたいと思う

26
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会がある

〇

託児機能があるためス
タッフの子どもと共に活
動をしたり触れ合う機会
がある

27
（地域自立支援）協議会等へ積極的に参加
している

〇
現在、コロナにより開催自粛があるため、案内があればでき
る限り参加していく

28
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解を持っている

〇

29
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対してペアレント･トレーニング等の
支援を行っている

〇

30
運営規程、支援の内容、利用者負担等につ
いて丁寧な説明を行っている

〇

31
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っ
ている

〇

32
父母の会の活動を支援したり、保護者会等
を開催する等により、保護者同士の連携を
支援している

〇 コロナの影響もあり、現時点では会の開催を試みていない

33

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適
切に対応している

〇

34
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者
に対して発信している

〇
SNSを活用して定期的
に発信している

35 個人情報に十分注意している 〇

36
障がいのある子どもや保護者との意思の疎
通や情報伝達のための配慮をしている

〇
必要だと判断した児童
には絵カードを用いてい
る

自宅で保護者様とも連携をとっていただく必要があるのでそ
の支援もしていきたい

37
事業所の行事に地域住民を招待する等地
域に開かれた事業運営を図っている

〇 コロナの影響もあり、現時点では会の開催を試みていない

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

保
護
者
へ
の
説
明
責
任
等



38
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、職員や保護
者に周知している

〇

39
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出その他必要な訓練を行っている

〇

40
虐待を防止するため、職員の研修機会を確
保する等、適切な対応をしている

〇

41

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行
うかについて、組織的に決定し、子どもや保
護者に事前に十分に説明し了解を得た上
で、放課後等デイサービス計画に記載して
いる

〇
どのような場合に身体拘束が必要であり、許されるのかの基
準がまだ曖昧である

42
食物アレルギーのある子どもについて、医
師の指示書に基づく対応がされている

〇
最低限、調理活動など
に使用する食材は保護
者様と共有している

43
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共
有している

〇

怪我や危険な行為が見
られた場合はヒヤリハッ
ト事例として記録してい
る

非
常
時
等
の
対
応



参考様式B3（自己評価等関係）

公表：令和　4年　7月　22日

事業所名　　放課後等デイサービスKiddy四日市南　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）11　　　　回収数　9　　　　割合　　　81　％

チェック項目 はい
どちらとも
いえない いいえ わからない ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保さ
れているか

9

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 8 1
新しいスタッフをできる限り
紹介してほしい（LINEや手
紙)

新しいスタッフは公式ライン
などで紹介する事を検討しま
す

3
事業所の設備等は、スロープや手すりの設
置などバリアフリー化の配慮が適切になさ
れているか

8 1

4
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に
分析された上で、放課後等デイサービス計
画*1が作成されているか

9

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫さ
れているか

9

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障
がいのない子どもと活動する機会があるか

3 6

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な
説明がなされたか

9

8
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合
い、子どもの発達の状況や課題について共
通理解ができているか

9
写真を送ってもらえるのは
何をしているのか分かりや
すくてありがたい

これからも継続して対応でき
ればと思います

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言
等の支援が行われているか

9

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の
開催等により保護者同士の連携が支援され
ているか

3 3 3
懇談会を開催してもらった
らぜひ参加したい。

コロナの状況を見つつ、開催
を検討します

11

子どもや保護者からの苦情について、対応
の体制を整備するとともに、子どもや保護者
に周知・説明し、苦情があった場合に迅速か
つ適切に対応しているか

7 2

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達
のための配慮がなされているか

9

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概
要や行事予定、連絡体制等の情報や業務
に関する自己評価の結果を子どもや保護者
に対して発信しているか

6 3

14 個人情報に十分注意しているか 7 2

15
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルを策定し、保護者に周
知・説明されているか

6 3

16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救
出、その他必要な訓練が行われているか

4 5

17 子どもは通所を楽しみにしているか 9 とても楽しみにしている
より楽しんで過ごして頂ける
ように工夫していきます

18 事業所の支援に満足しているか 9
いろいろな場所に連れて
行ってもらえるから感謝し
ています

できる限りたくさんの体験を
積んでほしいと考えておりま
すのでこれからも努力いたし
ます

環
境
・
体
制
整
備

適
切
な
支
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）


